
☆こどもの読書週間企画☆
かとうまふみさんワークショップ　～親子で作る　へ・ん・て・こ絵本～

　絵本作家のかとうまふみ先生をお招きし、おはなし会やワークショップを行います。

日時　５月１３日（土）１３時３０分～
会場　本館３階　会議室
内容　第一部　かとうまふみさんをむかえて（お話しと絵本の読み聞かせ）
　　　　 対象 ： どなたでも　　申込 ： 不要。当日会場までお越しください。

　　　　　　　―――第一部終了後に本の販売とサイン会を行います――――――

　　　　　 　第二部　パタパタ絵本をつくろう！（ワークショップ）
　　　　 予定時間 ： １時間～１時間半（本の販売・サイン会後から行います）
　　　　 定員 ： １０組（親子2人で1組、お子さんだけでの参加は出来ません）
　　　　 対象 ： 登別市内の年中児～小学生　費用：無料　
　　　　 申込 ： ５月６日（土）～１１日（木）の期間に電話・児童室窓口で受付。

豊かな時間を図書館で
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図書館
         通信

令和5年(2023年) 

５月号
第504号（第4２巻第2号）

本館 アーニス分館 鷲別配本所 登別配本所 こぐま号

住所 中央町5-21-1 中央町4-11 鷲別町3-3-4 登別港町1-4-9 中央町5-21-1

電話 85-4324 81-2182 86-8823 平日 83-1131
土日祝 50-6602

85-4324

休館日 月曜・祝日・年末年始
毎月最終金曜

木曜・年末年始
毎月最終金曜

年末年始のみ
日曜・月曜

祝日・年末年始

開館時間 10:00～18:00
(木曜のみ19:30)

10:00～20:00
9:00～17:30
(昼休みあり)

9:00～17:30 巡回表のとおり

図書館施設案内

紙面レイアウトが
変わりました！

リニューアル
第１号！

1



映  画  会

おはなし会

②おはなしぽけっと（絵本や紙芝居の読み聞かせ、エプロンシアター）
　日時　５月２７日（土）　１３時３０分より　※毎月第４土曜日

※会場は①アーニス分館、②図書館１階えほんのへや　です。
　　入場無料、申込は不要です。

①デジタル分館おはなし会（電子絵本や電子紙芝居の読み聞かせ）
　日時　５月　７日（日）　１４時より　※毎月第１日曜日

イベント開催のため、今月の映画会は休止します。

※６月は９日（金）に名画鑑賞会、１０日（土）にこども映画会を開催します。

事業報告

郷土文化講座「日本古来の製鉄法　たたらを学ぶ」を開催しました

　３月１８日（土）、室蘭・登別たたらの会代表　石崎勝男さんを講師にお招きして、
標記の講座を開催しました。
　「たたらへの愛」とユーモアがいっぱいの内容で、地元や近隣市町で行われた
「たたら製鉄」の実践例などについても楽しく学ぶことができました。
　例年、人気の本講座には今回も多くのご参加を頂き、あっという間の１２０分でした。

※イベント開催のため、「えほんのへやのおはなし会」は休止します。

図書館カレンダー　令和５年(2023年)　５月

日 月 火 水 木 金 土

1

本館休館日

2 3 憲法記念日

本館休館日

4 昭和の日

本館休館日
分館休館日

5 こどもの日

本館特別開館

6

7 8

本館休館日

9 10 11

大人の朗読会

12 13

ワークショップ

14 15

本館休館日

16 17

アーニス絵手紙

18 19 20

21 22

本館休館日

23 24 25 26 図書整理日

本館休館日
分館休館日

27

おはなしぽけっと

28

アーニス工作

29

本館休館日

30 31

ライブラリースタート
おはなしかい

6/1 6/2 6/3

デジタル分館
おはなしかい
（アーニス）
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子どもの日行事案内
4月 23日（日）の“子ども読書の日”から 5月 12日（金）の期間はこどもの読書週間です。

これに併せてイベントを開催します。

「じどうしつで楽しもう！」
開催日 5月 5日（金）
開催場所 児童室

大人のための朗読会を開催します

登別朗読ボランティアによる大人のための朗読会を開催します。

昨年 9月に開催した第一回では絵本や民話、小説の朗読が行われ好評を博しました。

今回の朗読内容は当日のお楽しみです。

黙読と朗読ではまた違った面白さがあります。

新しい本を知るきっかけにもなりますので、ぜひご覧ください。

日時 5月 11日（木）10時 30分～
場所 本館3階会議室
費用 無料
申込 不要 当日会場までお越しください。

「ひよこつりゲーム」
毛糸で出来た“ぽんぽんひよこ”を釣れたら

一羽プレゼント！（なくなり次第終了）

「えほんのへやのおはなしかい
こどもの日すぺしゃる！！」

えほんのへやで図書館の職員が大型絵本の読み聞かせをします。

（申し込み不要 当日会場までお越しください）

14：00

～14：30

10：30

～17：00

2023年第 65回こどもの読書週間標語
「ひらいてとじた 笑顔がふえた」

かとうまふみさん作品展
5月 13日のイベント開催に併せてかとうまふみ先生の作品展示を

行います。絵本をたくさん展示しますので、ぜひご覧ください。

期間 4月 19日（水）～5月 13日（土）
会場 本館 1階ロビー

イベントのお知らせ
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絵本を楽しむ会 会長 髙木三千子

図書室のバトンを渡します

図書のボランティアを始めていつの間にか時がすぎていました。コロナ禍からやっとマスク生活が

緩和され多くの方が晴れ晴れと歩いています。二年前の自粛期間明けに図書室に行ってみると、七夕

が飾られていました。生徒の希望があり先生は昔の七夕飾りの写真を見て同じような笹を運んできた

そうです。生徒のみなさんの願いは小さな短冊にシールに書いてありました。私は嬉しくてボランテ

ィアさんに連絡しました。楽しい行事が引き継がれたのでした。

私たちは本に触れる機会がふえるようにテーマ展示を工夫しました。

新学期は「新中学生に読む本」5月は「部活の本」を並べ、学級文庫にお勧めの本も用意しました。

「秋は読書週間」の本を平台に並べました。作業は人となるべく触れないようにしました。この間汚

れている本の抜き取りや棚の掃除をしました。背表紙の書名の消えた本には書名をつけて貼りました。

先生と相談しまた除籍基準に照らし作業をしていきました。

図書通信は 2ヶ月に 1度発行しました。コロナ禍でも継続しました。最後の通信はNO.84。図書

委員と図書ボラと一緒につくりました。本の紹介はロングセラーの夏目漱石や新美南吉などと、話題

の本を紹介しました。平台には哲学や伝記も読みたいと希望があり並べました。道内の作家や登別ゆ

かりの知里幸恵関連書も図書室にあります。

冬にはこれまで行事の企画でつくったクリスマス飾りをつけ図書委員企画のクリスマスカードを

貼りました。

春は新しい本を入れるお手伝いをします。図書ボラが目録に推薦したい本には付箋を貼ります。

本をよく読む人生経験の豊富な皆さんです。何度か点検しまとめました。新刊が入荷した時は蔵書印

を押し納入日を入れ帯もつけます。市立図書館の作業に学びました。

先生方はなんとか楽しく図書室で過ごせるよう配慮してくださいました。図書委員の「勉強に役立つ

本」コーナーもよかったです。テーマ本のコーナーにはPOPもつくります。中学生との会話も楽し

い時間でした。

私は周りの人にいつも恵まれてきました。

ときどき楽しいことに出会います。小さな時に出会ったお子さんは「かえる」の本をたくさん読んで

いました。今は人気絵本作家さんになりました。『かえるじゃん』が図書室にあります。「図書館の

司書になりませんか？」とお話しした本の好きな少女は本当に司書さんになりま

した。ある青年は学びたいことを見つけ23歳になって働きながら大学に進みま

した。

先達の「いくらでも道はあるさ」という言葉が好きです。ボランティアさんの

結束力は素晴らしいものです。子どもたちを応援する気持ちの表れです。

ご尽力いただいた先生方、地域の方々のご協力とご支援に感謝しています。

また海と山の見える図書室にいきたくなる日がくるかもしれません。

市民のひろば

「かえるじゃん」

つるたあき/さく・え

KADOKAWA/発行
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≪雑誌の付録抽選会≫ の結果報告

たくさんのご応募ありがとうございました。

次回も楽しみにお待ちください。
また、今後もみなさまに楽しんでいただける
イベントを開催いたしますので、アーニス分
館のご利用をお待ちしております。

アーニス分館だより

「ヌプルペッ 登別川の地名由来」 小坂博宣／編著 登別アイヌ協会／発行

図書館では著者から資料を寄贈していただけることがあります。寄贈していただいた資料には郷土に関

するものもあり、なかには書店では取り扱っていない資料の場合もあります。収

蔵量などの都合上、市民からの寄贈本をどのような本でも受け入れるのは難しい

のですが、入手が困難な場合がある郷土に関する資料を寄贈していただけるのは

貴重だと思います。今回はそんな寄贈書の一部を紹介したいと思います。地名由

来だけでなく知里幸恵や知里真志保、金成マツなど人物に関する物事も載ってい

て、地図や豊富なカラー写真と共に記載されています。どのあたりから撮影した

写真なのかも分かりやすく紹介してあり、「アイヌ語地名は、現地を見ることで

その由来を実感できるものである。」（p12より引用）と記されてあるように、

現地に足を運んでみてはいかがでしょうか。

期 間 ３月３日～３月２２日

応 募 数 １９２件
出 品 数 ２３点
抽 選 日 ４月１日
受け渡し ４月１日～３０日

参加費無料

デジタル分館おはなし会 5月 7日(日) 14時～（30分ほど）『ジャックとまめの木』など

参加費無料

今月の担当者 川色濃

絵手紙を楽しむ会
水彩で楽しく自由に描きましょう！

日時 5月から10月の第 3水曜日
（5/17,6/21,7/19,8/16,9/20,10/18）

14時～15時 30分
場所 アーニス２階 ｎ-BOX
募集 各回5名まで

※水彩の道具をご持参ください。
●申し込み・問い合わせはアーニス分館まで

わたしのおすすめ本

桜の壁飾り作りませんか？

大きさは 24cmほど。
※持ち帰り用の袋をご持参ください。

日時 5月 28日(日) 14時～15時

場所 アーニス分館 閲覧室

募集 6名(定員となり次第締め切りです)

●申し込み・問い合わせはアーニス分館まで
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書　　　　名 著　者 書　　　　名 著　者
日本の自然をいただきます
　山菜・海藻をさがす旅

ウィニフレッド・
バード

ディープフェイクの衝撃
　AI技術がもたらす破壊と創造

笹原　和俊 ● 日本人の愛したお菓子たち 吉田　菊次郎

大河原　克行 鬼と日本人の歴史 小山　聡子

11人の考える日本人
　吉田松陰から丸山眞男まで

片山　杜秀 ジェフ・ホワイト

本屋で待つ
佐藤　友則

島田　潤一郎
学びリンク

パンカジ・シャルマ

13歳からの進路相談 松下　雅征 酒井　富士子

● 田坂　広志 桑原　朱美

日本最後のシャーマンたち
ミュリエル・
ジョリヴェ

昭和台所なつかし図鑑　新装版 小泉　和子

逆境リーダーの挑戦
　最年少市長から最年少知事へ

鈴木　直道

相澤　淳
船登　惟希
山下　佳佑

八重洲出版 ● 写真でたどる麗しの紳士服図鑑 リディア・エドワーズ

利尻礼文　4訂版
（地球の歩き方島旅　04）

地球の歩き方 平木　太生

竹田　いさみ
永野　隆行

霞が関の人になってみた
　知られざる国家公務員の世界

霞　いちか

クロスロードの記憶 後藤　正治 負動産地獄　その相続は重荷です 牧野　知弘

● イタリア暮らし 内田　洋子 伊藤　健太郎

物価動乱
　ウクライナ侵攻「2・24後」の世界

日経ヴェリタス

追跡税金のゆくえ 高橋　祐貴

地図でめぐる日本の県境100 西村　まさゆき ● 堀井　亜生

スラヴ民族の歴史 伊東　一郎 香田　洋二

徳川家康　弱者の戦略 磯田　道史 中学生のおうち高校受験勉強法 みおりん

久住昌之の終着駅から旅さんぽ 久住　昌之 ● 安倍晋三回顧録 安倍　晋三

終着駅からバスの旅 加藤　佳一
ウクライナ侵攻までの3000日
　モスクワ特派員が見たロシア

大前　仁

十勝・帯広　2023
アメリカの高校生が学んでいる投資の
教科書

ティモシー・
オルセン

北海道　’24
村の社会学
　日本の伝統的な人づきあいに学ぶ

鳥越　皓之

函館　大沼・松前・江差　’24 人が働くのはお金のためか 浜　矩子

伊藤　雅文 長澤　光太郎

● マーク・シノット 小野　一光

中国大陸大全 ヤンチャン ●
セレン・チャリントン

＝ホリンズ

るるぶ北海道　’24 JTBパブリッシング 谷所　健一郎

森　達也
宮原　哲

中山 健夫

母は死ねない 河合　香織
ランドール・

マンロー

　　　　新　　着　　図　　書　　案　　内　　　令和５年５月　№1
●印は今評判の本です。　 予約は電話やメール、ホームページでも受け付けています。

0　総記

イラストでわかる最新IT用語集　厳選50

ラザルス
　世界最強の北朝鮮ハッカー・グループ

通信制高校があるじゃん！　2023～2024年版

1　哲学・宗教 知っておきたい！インドごはんの常識　

つみたてNISA　＆　iDeCoの始め方

死は存在しない
　最先端量子科学が示す新たな仮説

保健室から見える本音が言えない子どもたち　

2　歴史・地理

山本五十六　アメリカの敵となった男 高校の勉強のトリセツ　3訂版　

車中泊研究家が教える車中泊で巡るオススメ道の駅ガイド　
2023　

図解でわかる試験勉強のすごいコツ

物語オーストラリアの歴史　新版　

地方自治体への営業　実は「お役所」こそ
が、ビジネスチャンスの発信地

すごい地球！　オーロラ、火山、氷河、恐竜、レアな動植物まで地球46
億年の神秘とロマンを旅の雑学とともに解説

世界のすごい墓　メメント・モリあの偉人が眠る
194の墓と霊廟を旅の雑学とともに解説

モラハラ夫と食洗機
　弁護士が教える15の離婚事例と戦い方
防衛省に告ぐ　元自衛隊現場トップが明か
す防衛行政の失態

検証・新解釈・新説で魏志倭人伝の全文
を読み解く　

還暦後の40年

第三の極地
　エヴェレスト、その夢と死と謎

完全ドキュメント北九州監禁連続殺人事件

世界の奇食の歴史　

はじめての転職ガイド必ず成功する転職

3　政治・経済・社会・教育 4　自然科学・医学

集団に流されず個人として生きるには
治療効果アップにつながる患者のコミュニケーション
力　

もっとホワット・イフ？
　地球の1日が1秒になったらどうなるか

地球の歩き方
編集室

昭文社
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書　　　　名 著　者 書　　　　名 著　者

玉野　研一 ● クリス・ミラー

元素118の新知識　第2版 桜井　弘 エプロン手帖 平野　レミ

化石図鑑
デヴィッド・
J．ウォード

増田　由紀

英雄になった動物たち
　胸をゆさぶる100の物語

クレア・
ボールディング

えなが

●
アフリカではゾウが小さい
　野生動物撮影記

岩合　光昭 urara

体と心をラクにする鉄分貯金 細川　モモ
あのSFはどこまで実現できるのか
　テクノロジー名作劇場

米持　幸寿

妄想の世界史　10の奇想天外な話
ビクトリア・
シェパード

阪下　千恵

岡野　由実 上島　亜紀

世界でいちばんやさしい教養の教科書　
   自然科学の教養

児玉　克順

宇宙最強物質決定戦 高水　裕一 世界エアライン地図帳 チャーリィ古庄

医の変革 春日　雅人 NHK受信料の研究 有馬　哲夫

関口　由紀 畑と野菜づくりのしくみとコツ 川城　英夫監修

● マンガぼけ日和 矢部　太郎 366日の美しい誕生花
ユーキャン誕生花

研究会

●
ヤラセと情熱
　水曜スペシャル「川口浩探検隊」の真

プチ鹿島

間取りのお手本　続き
コラボハウス一級

建築士事務所
はじめての自然循環菜園 内田　達也

● 小さな思いつき集　エプロンメモ 暮しの手帖編集部 はじめての花の寄せ植え 井上　まゆ美

エクスナレッジ 地域ブランド 田中　道雄

パリジェンヌの田舎暮らし イザベル・ボワノ 猫はなぜごはんに飽きるのか？　 岩崎　永治

● 母の味、だいたい伝授 阿川　佐和子
スーパーのエキスパート店員が教える
おいしい野菜まるみえ図鑑

青髪のテツ

● 和田　明日香 はじめてのハーブ栽培定番50　 小黒　晃監修

ブティック社

伊藤　聡 グループサウンズ 近田　春夫

ごはん文化研究会
釣りの名著50冊　続
　古今東西の「水辺の哲学」を読み解く

世良　康

田中　明監修 ●
MINIATURE　TRIP　AROUND　THE　
WORLD

田中　達也

Re：CENO 初心者からはじめる楽譜の読み方 進藤　克己

● どんがら　トヨタエンジニアの反骨 清武　英利 60歳からのピアノ超入門 元吉　ひろみ

堀　桂太郎 釣魚図鑑　増補改訂版 豊田　直之

世界でいちばん熱い日本酒 岡本　進 紙バンドで作る四季のつるし飾り ブティック社

森シェフ 誰だって芸術家 岡本　太郎

ブティック社 ● キャラは自分で作る 泉谷　しげる

顔の老化は咀嚼で止められる 内田　佳代

鰹節を手削りする美味しい暮らし 永松　真依 奇妙な漢字 杉岡　幸徳

●
モノが減ると「運」が増える
　1日5分からの断捨離

やました　ひでこ 「きちんと伝わる」文章の授業 石黒　圭

　　　　新　　着　　図　　書　　案　　内　　　令和５年５月　№２
●印は今評判の本です。　 予約は電話やメール、ホームページでも受け付けています。

無限とはなんだろう　
　 限りなく多く、大きく、遠いふしぎな世界

半導体戦争　世界最重要テクノロジーをめ
ぐる国家間の攻防

いちばんやさしい60代からのiPad　iPadOS　
16対応
おいしい部屋　家時間がぐっと豊かになる
至福のレシピ61

まいにち食べたいキャロットケーキ

朝つめるだけ！たんぱく質のお弁当
378　

片耳難聴Q＆A　聞こえ方は、いろいろ ホットプレートで作るまいにちのごはん120

6　産業・商業

性ホルモンで乗り越える男と女の更年期　

5　技術・工業・家事

暮らしに役立つ洗濯、収納、掃除、炊事、
子育て、介護のアイデア帖

楽ありゃ苦もある地味ごはん。

みんな大好き！手作りのワンピース　 7　芸術・スポーツ

電車の窓に映った自分が死んだ父に見え
た日、スキンケアはじめました。
おにぎり読本　なぜ、「ふんわり」、「やわら
かい」が流行るのか？

1日分350gの野菜がらくらくとれる献立とレシピ　

ナチュラルヴィンテージで作るセンスのい
らないインテリア

「電子回路、マジわからん」と思ったときに
読む本

おうちごはんの神　毎日の料理を感動レベ
ルに変えちゃうプロのコツ
愉しい色あそび　ちりめんの小さな飾りも
の　

8　言語
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書　　　　名 著　者 書　　　　名 著　者

倉知　淳

● また会う日まで 池澤　夏樹 街に躍ねる 川上　佐都

● 川口　俊和 上田　秀人

● 本売る日々 青山　文平 小杉　健治

● とりどりみどり 西條　奈加 ● ガウディの遺言 下村　敦史

署長シンドローム 今野　敏 逆転のバラッド 宇佐美　まこと

パルウイルス 高嶋　哲夫 野火の夜 望月　諒子

● あなたはここにいなくとも 町田　そのこ

神無島のウラ ● 黄色い家　SISTERS　IN　YELLOW 川上　未映子

不思議の国の猫たち 仁木　悦子 ● 荒地の家族 佐藤　厚志

4月1日のマイホーム 真梨　幸子 完全なる白銀 岩井　圭也

君に光射す 小野寺　史宜 ● ゆうべの食卓 角田　光代

白ゆき紅ばら 寺地　はるな 僕の女を探しているんだ 井上　荒野

黒猫を飼い始めた 青崎　有吾ほか 獅子の涙 木村　花道

乾　くるみ ラーメンカレー 滝口　悠生

野中　ともそ

● 柊　サナカ こんな大人になりました 長島　有里枝

君が残した贈りもの　KZU 藤本　ひとみ 保阪　正康

星くずの殺人 桃野　雑派 私たちが記したもの チョ　ナムジュ

東郷　隆 別れの色彩
ベルンハルト・

シュリンク

彼女はひとり闇の中 天祢　涼 うけいれるには
クララ・

デュポン＝モノ

クワトロ・フォルマッジ 青柳　碧人 ● 好きになってしまいました。 三浦　しをん

Change　the　World 秦　建日子
失くした「言葉」を取り戻すまで
　脳梗塞で左脳の1／4が壊れた私

清水　ちなみ

探偵は田園をゆく 深町　秋生 明日も一日きみを見てる 角田　光代

恋とそれとあと全部 住野　よる アジア多情食堂 森　まゆみ

山本周五郎ユーモア小説集 山本　周五郎
失格でもいいじゃないの
　太宰治の罪と愛

千葉　一幹

ここにあるはずだったんだけど 佐々木　愛
自然をこんなふうに見てごらん
　宮澤賢治のことば

澤口　たまみ

私小説 金原　ひとみ ● 折れない言葉　2 五木　寛之

● 三国志名臣列伝　蜀篇 宮城谷　昌光 ● 歳はトルもの、さっぱりと 石井　ふく子

60% 柴田　祐紀 ●
ひとり暮らしが一番幸せ
　97歳母と75歳娘

松原　かね子

憂鬱探偵 田丸　雅智 四書 閻　連科

● 朝星夜星 朝井　まかて 他人の家 ソン　ウォンピョン

獅子の寝床（神田職人えにし譚４） 知野　みさき 帝国の亡霊、そして殺人 ヴァシーム・カーン

　　　　新　　着　　図　　書　　案　　内　　　令和５年５月　№３
広報のぼりべつでも新着図書の紹介をしています。

913　日本の小説
大雑把かつあやふやな怪盗の予告状　警察庁
特殊例外事案専従捜査課事件ファイル

やさしさを忘れぬうちに
（「コーヒーが冷めないうちに」シリーズ　5）

勘定侍柳生真剣勝負　5　奔走

母子慕情　（情け深川　恋女房）

残陽の廓（闇医者おゑん秘録帖　3）

ハートフル・ラブ

遠い空の下、僕らはおそるおそる声を出す 9　その他の文学

天国からの宅配便　あの人からの贈り物

Nの廻廊　ある友をめぐるきれぎれの回想

うつけ者　1　俄坊主泡界　大坂炎上篇

あさの　あつこ
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